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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第89期
第１四半期
累計(会計)期間

第88期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 2,992,34710,501,403

経常利益 (千円) 40,315 378,631

四半期(当期)純利益 (千円) 16,216 261,646

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ―

資本金 (千円) 3,471,0003,471,000

発行済株式総数 (千株) 21,974 21,974

純資産額 (千円) 10,418,23110,522,876

総資産額 (千円) 19,070,46719,148,996

１株当たり純資産額 (円) 476.04 480.79

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 0.74 11.95

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ―

１株当たり配当額 (円) ─ 7.00

自己資本比率 (％) 54.6 55.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 122,4561,543,069

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △86,704△770,349

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 84,064△755,657

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 310,665 189,088

従業員数 (名) 224 222

(注)　１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３ 当社は持分法適用会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

 ４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、新株予約権付社債等の潜在株式がないため記載

しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 224

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数は就業人員であり、嘱託(５名)を含んでおりません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

種別

当第１四半期会計期間
(平成20年４月～平成20年６月)

金額(千円)

たばこの香料および同材料関係 110,356

医薬品関係・食品添加物関係 1,309,792

工業薬品その他 1,105,868

合計 2,526,016

(注) １　金額は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　医薬品関係・食品添加物関係については、両方に使用される製品があるため生産実績では一括して表示してお

ります。

　

(2) 受注状況

当社は受注による生産は僅かであり、主として見込み生産によっておりますので、受注ならびに受注残

について、特に記載すべき事項はありません。
　
(3) 販売実績

種別

当第１四半期会計期間
(平成20年４月～平成20年６月)

金額(千円)

たばこの香料および同材料関係 115,650

医薬品関係 1,016,339

食品添加物関係 537,631

工業薬品その他 1,322,725

合計 2,992,347

(注) １　消費税等は含まれておりません。

２　当第１四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。(　)内は総販売実績

に対する輸出高の割合であります。

輸出先
当第１四半期会計期間

販売金額(千円) 割合(％)

アジア 391,626 35.9

ヨーロッパ 353,869 32.4

北アメリカ 283,459 25.9

その他 63,528 5.8

計
1,092,484
(36.5％)

100.0

３　当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおり

であります。

相手先

当第１四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

住友化学㈱ 463,607 15.5

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約の締結、変更、解約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)　経営成績の分析

当第１四半期の売上高は、2,992百万円となりました。売上の内容といたしましては、たばこの香料お

よび同材料関係は115百万円、医薬品関係は主力製品であるアミノ酸の医薬用途向けおよびビタミン原

料の輸出が好調に推移し1,016百万円、食品添加物関係はアミノ酸の輸出が同じく好調で537百万円、工

業薬品その他は農薬中間体などの輸出売上高の増加により1,322百万円となっております。

利益面におきましては、原燃料価格の上昇および税制改正による減価償却費の増加などに伴う製造コ

スト増に加えて、新しい会計基準の適用などもあり、営業利益は38百万円、経常利益は40百万円、四半期

純利益は16百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、つぎのとおりであります。

(流動資産)

　当第１四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から88百万円増加いたしました。これは主に、受

取手形及び売掛金の増加と製品の減少によるものであります。

(固定資産)

　当第１四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から166百万円減少いたしました。これは主に、

機械及び装置の減価償却による減少によるものであります。

(流動負債)

　当第１四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から96百万円増加いたしました。これは主に、短

期借入金の増加によるものであります。

(固定負債)

　当第１四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から70百万円減少いたしました。これは主に、役

員退職慰労引当金の減少によるものであります。

(純資産)

　当第１四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末から104百万円減少いたしました。これは主に、配

当金の支払による利益剰余金の減少によるものであります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は 310百万円となり前

事業年度末に比べ121百万円増加いたしました。

　当第１四半期会計期間末におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により増加した資金は 122百万円となりました。これは主に、減価償却費300百万円、たな卸

資産の減少364百万円等による資金の増加と、売上債権の増加329百万円、仕入債務の減少153百万円等

による資金の減少との差額によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果減少した資金は86百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出
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106百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により増加した資金は84百万円となりました。これは主に、短期借入金の借入による収入

258百万円、ならびに配当金の支払額154百万円によるものであります。

　

(4)　事業上の及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は、142百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,974,00021,974,000
東京証券取引所
(市場第一部)

─

計 21,974,00021,974,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

─ 21,974,000 ─ 3,471,000 ─ 3,250,140

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   87,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,684,000
21,684 ─

単元未満株式 普通株式  203,000― ─

発行済株式総数 21,974,000― ―

総株主の議決権 ― 21,684 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が293株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
有機合成薬品工業株式会社

東京都中央区日本橋人形町
三丁目10番４号

87,000 ─ 87,000 0.40

計 ― 87,000 ─ 87,000 0.40

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 300 312 309

最低(円) 263 281 285

(注)　上記株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法人保森会計事務所により四半期レビュー

を受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的

な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであり、利益基準の数

値が大きくなっておりますが、「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の会計方

針の変更に記載しましたとおり、当第１四半期会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用

した結果、当社の利益が減少したための一時的状態であり、重要性は乏しいものと判断しております。

①資産基準　　　　　　0.7%

　②売上高基準          0.0%

　③利益基準           60.3%

　④利益剰余金基準      2.3%

　※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１　【四半期財務諸表】
　(1)　【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 560,665 439,088

受取手形及び売掛金 3,464,559 3,134,561

製品 1,886,530 2,234,455

原材料 492,694 579,790

仕掛品 732,980 664,875

その他 394,260 390,572

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 7,531,390 7,443,044

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,905,646 1,920,953

機械及び装置（純額） 3,061,971 3,240,734

土地 3,198,523 3,198,523

その他（純額） 932,908 917,511

有形固定資産合計 ※１
 9,099,050

※１
 9,277,722

無形固定資産 87,790 91,657

投資その他の資産

投資有価証券 1,779,469 1,716,226

その他 573,007 620,585

貸倒引当金 △241 △241

投資その他の資産合計 2,352,236 2,336,571

固定資産合計 11,539,077 11,705,951

資産合計 19,070,467 19,148,996

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,796,227 1,939,746

短期借入金 1,360,000 1,101,250

未払金 228,988 148,139

未払法人税等 23,296 55,330

賞与引当金 83,913 176,850

その他 1,521,350 1,495,708

流動負債合計 5,013,776 4,917,024

固定負債

長期借入金 1,850,000 1,850,000

再評価に係る繰延税金負債 814,611 814,611

退職給付引当金 904,948 910,533

役員退職慰労引当金 68,900 133,950

固定負債合計 3,638,460 3,709,095

負債合計 8,652,236 8,626,119
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,471,000 3,471,000

資本剰余金 3,250,140 3,250,140

利益剰余金 3,636,626 3,773,617

自己株式 △30,313 △29,836

株主資本合計 10,327,454 10,464,921

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 176,538 143,715

土地再評価差額金 △85,761 △85,761

評価・換算差額等合計 90,776 57,954

純資産合計 10,418,231 10,522,876

負債純資産合計 19,070,467 19,148,996
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(2)　【四半期損益計算書】
　　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 2,992,347

売上原価 2,413,983

売上総利益 578,364

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 105,237

役員退職慰労引当金繰入額 5,850

賞与引当金繰入額 20,121

退職給付費用 10,967

研究開発費 142,598

その他 255,248

販売費及び一般管理費合計 540,022

営業利益 38,341

営業外収益

受取利息 877

受取配当金 17,866

雑収入 6,786

営業外収益合計 25,530

営業外費用

支払利息 17,257

社債利息 3,253

雑損失 3,045

営業外費用合計 23,556

経常利益 40,315

特別利益

ゴルフ会員権売却益 8,314

特別利益合計 8,314

特別損失

固定資産除却損 17,723

特別損失合計 17,723

税引前四半期純利益 30,906

法人税等 ※１
 14,690

四半期純利益 16,216
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(3)　【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 30,906

減価償却費 300,131

賞与引当金の増減額（△は減少） △92,937

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,584

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,850

固定資産除却損 17,723

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △8,314

受取利息及び受取配当金 △18,744

雑収入 △6,786

支払利息 20,511

雑損失 2,903

売上債権の増減額（△は増加） △329,998

たな卸資産の増減額（△は増加） 364,557

仕入債務の増減額（△は減少） △153,783

未払又は未収消費税等の増減額 △30,014

その他 73,584

小計 170,004

利息及び配当金の受取額 19,255

利息の支払額 △16,352

その他の収入 2,121

法人税等の支払額 △52,573

営業活動によるキャッシュ・フロー 122,456

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △106,079

有形固定資産の除却による支出 △2,358

無形固定資産の取得による支出 △3,774

投資その他の資産の増減額（△は増加） 25,507

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,704

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 258,750

社債の償還による支出 △20,000

自己株式の取得による支出 △477

配当金の支払額 △154,208

財務活動によるキャッシュ・フロー 84,064

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,760

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 121,576

現金及び現金同等物の期首残高 189,088

現金及び現金同等物の四半期末残高 310,665
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計方針の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を

当第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げ

の方法)に変更しております。

　これに伴い、前事業年度と同一の方法によった場合と比べ、売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前四半

期純利益は143,765千円それぞれ減少しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算出する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前会計年度末以降に経営環境、かつ、一時差異の発生状況に著

しい変化がないと認められるので、前会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを

利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

税金費用の計算

法人税等の納付税額の算定に関して、四半期会計期間に係る法人税等については、四半期会計期間を含む年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(累計期間)

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　

【追加情報】

　

当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

法人税法の改正を契機として見直しを行った結果、当第１四半期会計期間から、主な機械及び装置の耐用年数

を７年～12年から８年に変更しております。なお、当該変更に伴い、売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前

四半期純利益が9,912千円それぞれ減少しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　19,312,460千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　19,098,553千円

　

(四半期損益計算書関係)

　　　第１四半期累計期間

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　当四半期会計期間における税金費用については、四

半期財務諸表の作成に特有の会計処理により計算し

ているため、「法人税、住民税及び事業税」と「法人

税等調整額」を一括して「法人税等」として記載し

ております。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 560,665千円

預入期間が３か月超の定期預金 △250,000千円

現金及び現金同等物 310,665千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 21,974,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 88,919

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 153,206 7 平成20年３月31日 平成20年６月26日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　　　該当事項はありません。

　

　

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありま

せん。

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　なお、為替予約及び金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記

の対象から除いております。

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

　　　該当事項はありません。

　

　

　

　

(持分法損益等)

関連会社がないため、該当事項はありません。

　

　

　

(企業結合等関係)

　　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

476.04円 480.79円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第１四半期会計期間末 前事業年度末

(平成20年６月30日) (平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 10,418,231 10,522,876

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)

 ―  ― 

普通株式に係る純資産額(千円) 10,418,231 10,522,876

普通株式の発行済株式数(株) 21,974,000 21,974,000

普通株式の自己株式数(株) 88,919 87,293

1株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

21,885,081 21,886,707

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 0.74円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円

(注)　1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 2. １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年６月30日)

四半期純利益(千円) 16,216

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 16,216

期中平均株式数(株) 21,885,643

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月７日

有機合成薬品工業株式会社

取締役会　御中

　

監査法人　保森会計事務所

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　間　　淵　　邦　　夫　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　横　　山　　　　　博　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている有機

合成薬品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第89期事業年度の第１四半期累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半

期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、有機合成薬品工業株式会社の平成20年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載の通り、当第１四半期会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」が適用されたことに伴い、会社は棚卸資産の評価基準の変更を行って

いる。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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